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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて800回転で湘條遠沈しi尋た赤血球を患者血漕中に

　　　　　　　　　　緒　　醤　　　　　　　　　　 て37°C工時間incubate後，遼沈し赤血球をi分離i
　AbramSOn④に始まる多くの研究者により細胞電気　　　し，同赤血球をPH　9，0のMichaelis等イオン強度

泳動が試みられ，細胞蓑面の性状について数々の興味　　　緩衝液に浮遊し易動度を測定した。

ある知見が明らかにされて来た。赤」血球表面ではガス　　　患者血満は肘静脈より抗凝固剤を用いず採1血し得

i交換が行われるだけでなく，特異にして鋭敏な界面　　　た。

性状によつて種々な病態時に観察されるSludged　　　∫血溝蛋白濃度は日立蛋白計を用いて測定した。

blood⑨又臨床的に日常広く応用されている赤血球沈　　　1血満螢白雷気泳動分履はlncubate後遠沈分離して

降反応，種々な疾患に由来する滲濾出液中の健康人0　　　得た血蒲を濾紙電気泳動法により測驚した。

型赤血球沈降速度および赤血球の集積状態①，あるい　　　　赤沈値はユ時間値を採用した。

わ赤血球を応用した諸凝集反応等のξヒ理的現象がおこ

　り，又これらが診断学的諸反応に応用されている。薯　　　　　　　　　　　　成　　績

者は赤血球の界面性状に密接に関連すると考えられる　　　検査対象とした癌疾患16例，他の諸疾患75例，総計

界面電気に着目し，界面荷電を直接反映する電気泳動　　　91例の血蒲螢白量，血溝畳白分屑，AIG比，赤沈値

速度を測定し，癌．lfr1清は赤血球泳動電位を著明に低下　　　および赤liLix易鋤度は表1に示す。

せしめ，癌性胸水と結核性胸水は泳鋤電位に糊反する　　　　1．）JfiLts螢白量と赤血球易動度

影響をおよぼすことを既報した③。　　　　　　　　　　　血清蛋白量と易動度の関係は図1に示ず。癌疾患で

　かかる赤血球易動度の低下は患者血清の変化に関連　　　は血清蛋白盤6．O　・－869／dlで易動度は1．02～1、51

があると考えられるので，今回は赤血球易動度の変化　　　μ／sec／volt／cm（以下単位略）。他疾患では血清蛋肉

におよぼす血清蛋白組成の影響に就いて検討したので　　　螢5．0～8，0g／dlで1．14Nl．66の易動度を示し，易

その成績を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　動度の低下と血滴蛋白鐙と殆んど関係なく分布してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。癌を含む全症例の相関係数は一〇．08，癌疾患のみ

　　　　　　　装置ならびに実験方法　　　　　　　　　の相関係数ex　O．OO2であつた。

　　A）細胞電気泳動装置　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　血消蛋白分屑と赤血球易動度

、　Ruhenstroth－Bauer⑥⑦らの用いた泳動装蔵に，　　　　癌疾患14例26回と他疾患55例について観察する。

さらee　2，3の技術的な考案を加えた装置②を用いた。　　　　a）Albuminと赤血球易動度

　　B）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルプiンと易動度の関係を図2に示す。全体とし

　健康人0型洗糠赤血球を患者血清中tlt　37eG　1時間　　　てアルブミンの減少している症例は易動度が梢々低い

inoubate後の同赤血球のMichaelis等イォン強度　　　傾向が諏められたが，併しアルブミン貴50％以上のも

緩衝液中の易動度の測定にあたっては，健康人O型血　　　のでも易動度1・30以下の低値を示すものがあり，又ア

液を耳朶より抗凝固剤を用いず採取し，生理的食塩水　　　ルブミン量が40％以下の低値を示す癌症例に於ても易
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氏　名【年令i性1病　　　　名　i鑑白璽1　Al　l　・・　・

S．N，

S．M．

H．A，

T．M．

H．1。

N。M，

Z・S・．

K．k．

K，K．

R，K．

T．Y．

K．Y．

M．A，

M．S，

M．A，

S，O，

LM．

，Y・S・

K．M．

R．T。

M．T．

R．K．

Z．0．

1．A．

T，工．

H．F。

Y．K，

T．0．

72

40

65

23

41

27

40

23

32

30

54

59

28

34

29

65

53

41

32

31

29

28

29

33

61

54

80

43

6　糖　尿　病

　再生不良性貧♀

　血
♂　 動1脈1亜化霊逢

6　膠　原　病

ε羅能装進難

6　尿　毒　症

3　 胃切除1受」選症

　→drノレノ〈ノレーサ噂ソ
♂

　黄痕
♀　澱　皮　痙

　進行・【生筋ジス6
　　トロフィー症

♂蔽孫コニ｛

8　心臓弁膜症

♀　糖　尿　病

♀　糖　尿　病

♀　糖　尿　病

6　慢性肝炎

6　脳　出　並且

♀　気管支喘息

♀　縦隔洞炎

♂　急性肝炎

8　急性肝炎

♀．慢性腎炎

♀饗延性心内膜

♀　脊　髄　炎

♀　骨鷺粗症

δ　糖．m病

♂　動脈硬化症

8　急性肝炎

6．2

9〆dl

7，8

6．4

7．0

6．6

6．0

7。4

7．0

6，0

6．2

6，2

5。0

7．0

6。8

6、8

7，4

6．6

6．6

6．0

7．0

6，8

50

3．〔｝oy／認

38．7
3．　OL

si。8

3．31

47．5

3．32

48，9
3．　23

49。4

2．96

46．0

3．40

　58．0
　4．06

7。2

7，　0

6．0

、7．8

6．2

6。8

48．4％15，5％

49，4

2．96

50，3

3．12

48。0

2。97

50．5．

2。52

肌．3
3．59

49．2
3．3魯

46，Q

3．13

48。7

3．60

43．6

2．88

48，2

3．17

51，4

3，08

50．0

3。50

41。8

2．84

45。6

2．28

49、1

3．54

57．6

4。03

47．1

2．83

5L．9

4，05

47．8

2，96

46．8

3．18

0．349／d6

2．3
〔｝．1．8

7．2
〔〕．45

5．6

0．39

5．0

0．33

6．2

0．37

4．8

0．　33

5．8

0．41

4．O

o．24

7．3

0，45

7。4

0．46

1ユ，．4

0。57

4．8

0．34

3．2

0．22

1．6

0．09

72
0，53

6．4

0．42

5．0

0。33

2．5

0．L5

4．0

0．28

3．2

0。22

7．2

0．36

8．2

0．59

3．8

0．27

5．3

0．32

　3．7
Q．29

　6．7
0．42

　7．1
0．48

レ・1・1・1・／・1礪糠
・0．2％115，6％

　　O，979／認0．639・／d6

12。O

o．94

12．4

0．79

11，2

0，78

6．1

0．40

9。3

0．56

9．6

0，71

6，8

0．48

9．8

0，59

t3．2
〔〕。82

9、2

0．57

9．8

Q。kl9

玉1。6

0．81

12．6

0．86

7．1

0．48

12、6

0、93

ユ5，1

1．00

1a，8

0．77

10，6

0。64

6．3

0．44

8。8

0，60

1，20

0。60

9，4

0，68

4，8

0．34

10．6

0．64

　49
0，38

　9．9
0．61

12．1

0．82

11．4

U．89

12。6

0、81

12、6

0．88

13．3

0、88

10。5

0．63

13．8

1．Q2

15。2

1．06

8．0

0．48

12．6
‘〕．78

12．6

0、78

8．7

0．44

15．1

1。06

13．5

0．92

16、4

1。12

14．4

LO6
15．　1

1．00

12．6

0．84

10，6

0．64

13．0

0．91

14．5

0。99

15．2

0．76

10、0

0．72

9．6

0．67

1ユ、．1

0。67

13．6

ユ．06

12．2

0。76

13．4

0。92

20．3％
1．2Gff／de

35。6

2，78

16。0
工．〔〕4

23、1．

L63

26，8
ユ、76

24．6

1．48

25．8
1．9｝1

14．2

0．99

28．8

1．73

16．6

1．03

22．8

1．42

19．6

0。98

17．2
】，、20

21．5

1．46

28．9

1．98

ユ7．1

1。28

19．8

1．30

22，4

1．49

24．9

1．49

26，7

1，87

31．7

2ユ5

20．0

1．UO

23．3
工．67

24．2

1．69

25．9

1，54

25．9

2．02

23．4

1．45

20。6
．1。4Q

0，94

0．63

1．　07

0．90

0．66

0．98

0．85

1．38

0．98

コ．，Oユ

0．92

1．02

1．05

Q。97

0．85

0。95

0．77

0．93

1．05

1．00

0．75

0。84

0．96

1．36

0．89

1．08

0．92

0．88

12

ユ40

20

90

7

2し）

1〔｝

2

15

　1

11

　2

19

13．

2王

56

57

　2

　1

　2

31

15

29

37

　5

1

5

12

1．52

1．35

1．64

1．23

L32

1．25

1。55

1．24

1．52

工．66

1．63

1．34

1。62

1．38．

工．53

1．47

1．41

1，47

1．35

1．44

1．21．

恥・58

1。42

L36

1．49

1。48

ユ．肌

1．26



96－（96）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少卜1　医　言志　　第15巻
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氏　名 年令 性 病　　　名
墨白囎 Al α1 α盤 β γ A／G SRG 赤1魚球
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O．62

29．2
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動度が比較的高値を示す例があつた。癌を含む全症例　　　としてみれば，ぼらつきが大きいが，癌疾患のみにっ

についての相関係数は0・23で相関関係はなく・易動慶　　　いてみればα1グPtブリン値の低いものに易動度の低

の低下の著るしい癌疾患では全体としてアルブミンが　　　いものが多い傾向が認められる。癌を含む全症例につ

低いがその相関係数V：・一・O・・05であつて相関関係は認め　いての相関係数erkO．・14，癌疾患のみについての非目関係

られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は0．57であった。

　　b）αrglobulinと赤血球易動度　　　　　　　　　　　c）α　2－globulinと赤血球易動度

　alグロブリンと易動度の関係は図3に示す。全体　　　　a2グPtブリソと易動度の関係は図4に示す。易動
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βグgeヅリyと易動度の関係は図5に示す。尚噺に
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Fig，2、　Relatlon　between　Albumln　and

　　　Mobllity　of　O－type　R．　B。　C．　　　　　　　　　　　　　．

　Xx　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係が認められる。

　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　A／G比と赤血球易動度

　　x　　　　　　　　　　　　　　　　A／G比と易鋤度の関係は図7に示す。易動度とア
　　　　X　　　　　　　　　　　　　　ルブミンおよびγグロヅリンとの関係から推測される

3。　40　50　60　7・　　如く・癌疾騨6例29図でA／G比0・44～1・騨均O・　73‘i

　Albumin（％）　　　　　　　　　　に対し易動度は1・　02　－vl・51平均1・248で，他疾患75

　，　　　　　　　　　．　　　　　　　例でAIG比o．60N1，96平均1．13に対し易動度は1。14

．　　　　　　　　　　　　　　　　　～1．66平均1．44でA／G比の低いものに易動度の低値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示すものが多い。癌を含む全症例についての相関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は0．36であった。併し癌疾患のみ｝C’）いては全体と

度130以下の低値を示す症例はauグロブリソと殆ん　　　してA／G比は低いが易動度との相関係数は一〇．09で

ど関係なく分布している。癌を含む全癒例についての　　　あつて相関関係は認められない。

相関係数は0，02で相関関係はなく，癌疾患のみについ　　　　　4）赤沈値と赤血球易動度
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　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血濁総螢白量と易動度低下の間には全体としても，
　　　　x　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　又癌疾患のみについても一定の関係を認め難い。

…冨・1∴　82° ｽ繋灘鷺皇繕酵雅、難婁崇
　Flg・7・Relation　between　A／G　Rate　and　　　　し，易動度の低下はγグロブリソの増加と正の根関を

　　　　Mobility　of　O－Type　R・B・C・　　　　　　示した。又アルブミンの減少している症例は易鋤度が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梢々低い傾向が認められた。易動度1，30以下を示した

した場合の健康人O型赤血球易動度1，r）2士O，　06③に比　　　癌以外の請種疾患10例中サルパルサン黄癒1例を除き

べ，癌性例では易動度が1，30以下の低偽を示すものが　　　他の9例はいつれもγグPtブリンの増加，アルブミン

多く35回中27回，他疾患では75例中10例と易動慶1．30　　の減少を認めた。併し再生不艮性貧血の1例はアルブ

以下の低値を示すものが少く，なかんずく肺癌では易　　　ミン38・7％・γグPtブリソ35・6％でA／G比0・63，赤

動度の低下が署るしいとともにばらつきが小さいこと　　沈値140manで易動度は1・35であり1又γグPプリン

が認められる。これらの成績は鶴者，特に肺癌儲　 28・8％の輩雌・28・9％の糖尿病で易動度が1・5°以上

血清が赤血球易動度を低下させる物質を含んでいるこ　　を示した。

とを暗示するものと思われる。逆に癌以外の諸種疾患　　　著るしい赤血球易動度の低下を示す例の多い癌疾患

75例中工0例が1，30以下の易動度を示したが，このこと　　　については，α1グPtブリンとγグロブリンにやや高



102－（102）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　第届懲

1．7

1．5

§．5

翼

誉　1・4

書　1，、

套1．2

91、

LO
10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　　100　　　　　110　　　　　120　　　　130　　　　　140

　　　　　　Erythrocyte　Sesimentation　Rate（m，　m，）

Flg，8．　Re三ation　betwee鳳E，　S。　R，　and　Mobility　Qf　O－type　R．　B．　C，

い網関を示し，赤1価球易動度の低下にα1グロブリン　　認められるが。癌疾患のみについてみれば，癌疾患億

の減少とγグロブリンの増加に正の相関を示した。併　　　全体としてAIG比は低いが易動度との相関は殆んど

し肺癌1例と脊髄腫瘍1例はγグロブリソの増加を認．　認められない。Schideler⑨は家兎にfecal　perito一

めなかったが易動度は低値を示した。胃癌および上顎　　　nitis，火傷，外傷，エチールァルコール中襟などに

癌のなかにはγグPtブリソの増加がなくα1グPtブリ　　よりSludged　bloodをおこさせた場含，赤1血L球易動

ソの値が比較的高値を示すものに易動度の減少が少か　　　度が低下することを認め，この場禽冠氏滴に於ける唯一

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の明らかな変化はA／G比の減少であつたと報鈴して
　Rottino⑭はユ26名の肺疾患患者の血漿中にincu一　　いる。

bateした健康人0型赤血球易動度を測定し悪性疾患　　　　赤沈値と易動度の間には赤沈値の高いものに易動度

患者血漿は赤血球易動度を低下させる作用のあること　　が低い傾向がわずかに認められた。併し癌疾患のみに

を認め，癌以外の58名の患渚中6名に癌と岡程度の易　　ついてみれば易動度の低下と赤沈促進との間に殆んど

動度の低下を認めた。　Rottinoはこの易動度の低下　　　相関が認められなかつた。

にもとつぎ次の3つの可能性を推測している。即ち　　　　赤沈値と1飢漿蛋白分層との関係はアルブミンに鼠の

ユ．臨床的には確認されないような癌においても易動　　　相関，αグロブリンに正の相関，βグμブリンに疋の

度の低下がおこること。2・悪性疾患でないものにも　　相関，フイブリノーゲンに正の相関，rグロブリンに

何％かはslowipg　factorをもつていること。3・癌　　　正の相関を認める等の数多くの報告があり，赤沈と血

に特異的でない，ある物質がかかる易動度の｛氏下を　　　漿蛋白が深い関係をもつていることはほぼ肯定されて

ひきおこすかも知れないこと。以上よりsl。wing　　いる。易動度の低下の箸るしい癌疾患に於て，易動慶

factorは1つ以上存在することを推測し，悪性疾患　　　の低下がγグロブリンの増加と関係するとの成績は赤

患者血漿が赤1血球易動度低下をひきおこす1つの因子　　　沈促進例に於て易動度が低下することが推測されるに

はα1グロブリンと関係があると報告している。教室　　　もかかわらず，赤沈値との相関が癌疾患に於て認めら

の徽①は舗錨・伴う灘出磁・ついて脚噸　t・・t・かつたことは．一見飯する穂の如く教られ

人0型洗i條赤血球沈降と蛋Elとの関係を検討し，結核　　　るが，　slQwing　factor　et　rグロブリンよりalグロ

性滲出液中赤沈は液中aグロブリン鍛の多いものは早　　　ブリンにより以上の関連を有するためか，又はa1グ

く，赤血球集積塊も大きく。癌性滲出液および心，肝　　　ロブリンおよびγグPtブリンの血階蛋白分屑だけでな

疾患に伴う濾出液でe＊　aグPブリン値低く赤沈は遅く　　く，他のなんらかの赤血戴表面荷電を低下させる特殊

赤血球集積塊は小さいと報告している。　　　　　　　　な微最成分の赤エ丘L球衰面への吸着，酵素様物質による

　A／Gと赤血球易動度の関係は癌を含む全症例で易　　　赤血球膜成分の変性ないし分解。泳動電位の原圏とな

膿啄下とA／G比の減少との間にわずかに縣が　麗蜘活騰の騰ないし微等がngk52zよう。
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slowing　factorが2つ以上存在すれば血漿蛋白分屑　　　　6．　易動度を低下させる關子はi貢L清蛋陶分屑以外に

の影響を端的にあらわす赤沈との間に相関が認められ　　　も存（F．することが推測される。

ないことが獺出来よう・又齢球鋤度の低下が・　鞭終る臨み，稠㈱なる御欄と徽閲醐つ
alグロブリンの減少と相関をもつことは興味ある菓　　　た恩師芦塚忠政教授ならびに種々御教示頂いた草間愚

実でslowing　faotorの1つの因子がα1グロブリ／　　三助教授に深甚なる謝意を捧げます。

に闘係していることが撫定される。
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